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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成29年2月9日(2017.2.9)

【公開番号】特開2015-8452(P2015-8452A)
【公開日】平成27年1月15日(2015.1.15)
【年通号数】公開・登録公報2015-003
【出願番号】特願2014-5405(P2014-5405)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｌ  25/49     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｌ   25/49     　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成28年12月21日(2016.12.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
　Ｄフリップフロップ回路３１３及びＤフリップフロップ回路３１４のクロック入力端子
には、クロック信号ＣＬＫを４逓倍したクロック信号４ＣＬＫが入力される。Ｄフリップ
フロップ回路３１３のデータ入力端子に入力されたデータは、４ＣＬＫによりラッチされ
、非反転出力端子から第１波形信号が出力される。同様に、Ｄフリップフロップ回路３１
４のデータ入力端子に入力されたデータは、４ＣＬＫによりラッチされ、反転出力端子か
ら第２波形信号が出力される。
【手続補正２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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